
令和元年 9月28日（土）　14:00～16:30

特別養護老人ホーム　大地の丘笠寺

91%　（アンケート記入者46名/参加者51名）

１．参加者ご自身について

①所属を教えてください

②職種を教えてください

令和元年度　南区ACP研修会（概論編）　アンケート結果

日　時：

場　所：

アンケート回収率：

病院, 11人, 

24% 診療所, 3人, 7%

歯科診療所, 1人, 2%

薬局, 2人, 4%

訪問看護ステーション, 2人, 4%

介護保険事業所, 

10人, 22%

地域包括支援センター, 

5人, 11%

その他, 12人, 

26%

医師, 4人, 9%

歯科医師, 1人, 2%

薬剤師, 2人, 4%

看護師, 6人, 13%

介護支援専門員, 

21人, 46%

リハビリ職, 0人, 0%

介護職, 3人, 6%

MSW・相談員, 6人, 13%

その他, 3人, 7%



２．講義（ＡＣＰ概論）について

①内容はいかがでしたか？

②時間はいかがでしたか？

大変良かった, 22人, 

48%良かった, 21人, 

46%

普通, 3人, 6%

悪かった, 0人, 0%

大変悪かった, 0人, 0%

長かった, 1人, 2%

やや長かった, 2人, 5%

適当, 40人, 

87%

やや短かった, 2人, 4%

短かった, 0人, 0%

未回答, 1人, 2%



３．グループワークについて

① ねらい（多職種チームによる意思決定支援についての理解、多職種の実践にACPが含まれて

　　いることへの理解）は理解できましたか

② ディスカッションは満足できましたか

③ 時間（ディスカッション・発表）は適当でしたか

非常に理解できた, 

20人, 43%ある程度理解できた, 

26人, 57%

あまり理解できなかった, 0人, 0%

全く理解できなかった, 0人, 0%

非常に満足できた, 

27人, 59%
ある程度満足できた, 

19人, 41%

あまり満足できなかった, 0人, 0%

満足できなかった, 0人, 0%

長かった, 0人, 0%

やや長かった, 1人, 2%

適当, 39人, 

85%

やや短かった, 6人, 13%

短かった, 0人, 0%

未回答, 0人, 0%



４．本ＡＣＰ研修会について

① 本研修会参加前のＡＣＰの理解についてお答えください

② 本研修会参加後のＡＣＰの理解についてお答えください

③ 本研修会で理解が難しかった点について、具体的にご記入下さい。（複数選択可）

非常に理解できていた, 3人, 7%

ある程度理解できていた, 

20人, 43%

あまり理解できていなかった, 

22人, 48%

全く理解できていなかった, 0人, 0%
未回答, 1人, 2%

非常に理解できた, 

12人, 26%

ある程度理解できた, 34人, 

74%

あまり理解できなかった, 0人, 0%

全く理解できなかった, 0人, 0%
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④ 本研修会の内容は、今後の実践に活かせますか

⑤ 実践する上で困難と感じる点について、具体的にご記入下さい。（複数選択可）

A: チーム内（多職種）の意欲・理解深度の差

B: 職場内（上司等）での理解が得にくい

C: 日常業務の多忙

D: 患者・家族・市民の無関心

E: 始めるタイミング、きっかけ

F: 言葉かけの手法、技術

G: 言語化・表出されるものが真意であるかの汲み取り

H: 信頼関係の構築

I: その他

活かせる, 18人, 

39%

概ね活かせる, 

24人, 52%

あまり活かせない, 0人, 0%

活かせない, 0人, 0%
未回答, 4人, 9%
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５．本日の研修、また今後の研修へのご意見やご要望等をお聞かせください　（原文ママ）

・

・

・

・

・

・

・

・

情報共有することだと思いました。

・ 現場だけではゆっくりと意見交換できることのなかった職種の方と話し合う事ができ、とても参考になりました。

・ 本人の意思決定の記録を取れる方法を考えていきたいと思います。

・

温度差は感じられなかった。このような機会自体まれなので、とてもよかったと思う。

・

訪問診療で関わる時期が割と最期の方なことが多いため、多職種からお話が聞けて良かったです。

・ アセスメント、多職種連携、本人の言葉をまとめる力をつけること、コミュニケーション能力の向上の

・ 当たり前のことだが、多職種連携が大切だと感じました。

・ 普段関わることの少ない方々とのグループディスカッションがとても面白かったです。有意義な時間でした。

・ 日々の業務に取り入れ、本人らしく生活できるように支援して参ります。

・ スキルを上げる努力をします。

・ ありがとうございました。勉強になりました。

・ ACPは、個人意思の尊重と文書により契約？の概念があまりない日本人には少し向かない気もする。

・ 多職種の方と様々なお話ができて、とても良い機会でした。

・ 研修内容も概論とディスカッションで内容の深いものとなりました。

・ 今の業務内容でACPの実践が難しい。

　　　　今後の研修へのご要望をご記入下さい。

・ 現実的にどのように導入していくのか。

・ 相談援助技術、コミュニケーションスキルなど。

・ なかなか自分から考えつくことはありませんが、今後ともよろしくお願いします。

・ フォローアップ編も是非参加したいと思います。

・ ACPへの取り組みとして事例やスキルアップにつながることを希望します。

　　　　本日の研修についてのご意見等をご記入ください。

地域で集って話せる場ができていることが良かったと思います。

とても勉強になりました。ありがとうございました。

それぞれの立場で患者さん利用者さんのことを想い、寄り添っている現状がよく分かった。

多職種の方からご意見をいただき大変参考になりました。

ACPは多職種の連携がとても重要ということが改めて理解できました。

勉強になりました。

必要性を再確認し、今後の課題となり、有効的だった。

医師会さん主導の研修だと、多職種が集まりやすいので、今後ともよろしくお願いします。

セラピストの方の意見が新鮮でした。

”ACP”がもやっとしたイメージでしたが、本日の参加で深められてよかったです。

ACPと構えてしまうと難しく思っていたのが、その人らしさを探り、どうやって生きたいのかをチームで

「その人らしさを知る」ことについてあらためて考え、他の職種の方のご意見を聞くことができた。


